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三木美香氏のコーディネートのもと、参加者から、子育て支援の充実について
たくさんの意見が出されました

- 9 月 28日　生き生きプラザ斑鳩 -　

　中
西
町
長
が
住
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き
し
、
斑
鳩
町

の
「
子
育
て
応
援
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容

に
す
る
た
め
、
９
月
28
日
、
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
で
、「
子

育
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　「知
っ
て
ほ
し
い
斑
鳩
町
の
子
育
て
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ

と
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
斑
鳩
町
が
も
っ
と
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コーディネーター（敬称略）

出席者（敬称略）
三木美香（畿央大学准教授）

冨井祐子（子育てサポートク
　　　　　ラブゆりかご会長）
中西和夫（斑鳩町長）
町の教育・保健・児童福祉担当
公募の参加者のみなさん

斑
鳩
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

県
内
上
位
で
推
移

三
木
　
斑
鳩
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
令

和
５
年
）
は
国
の
平
均
を
０
．
３
９
ポ
イ

ン
ト
上
回
る
「
１
．
５
９
」
と
な
り
、
奈

良
県
で
も
上
位
で
あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
地
方
の
人
口
減

少
が
続
い
て
い
る
中
、
斑
鳩
町
で
は
人
口

を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を

支
援
し
、
今
年
４
月
に
は
、
２
つ
の
認
定

こ
ど
も
園
が
誕
生
し
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
不
妊
・
不
育

治
療
費
の
助
成
や
お
子
さ
ん
や
妊
婦
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
な
ど
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
斑
鳩

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
産
業

の
活
性
化
や
雇
用
の
拡
大
を
す
す
め
、
子

育
て
支
援
と
人
口
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

病
児
保
育
は
近
隣
市
町
村
と

協
力
し
て
運
営

三
木
　
斑
鳩
町
は
、
病
児
保
育
の
シ
ス
テ

ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。

町
長
　
近
隣
の
５
町
が
力
を
あ
わ
せ
て
、

西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
の
隣
で
、
西
和
地
域

病
児
保
育
室
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
に
設
置
し
、
令
和
５
年
度
は
斑
鳩
町

で
延
べ
１
０
６
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
あ
た
た
か
い
見
守
り
が

子
育
て
の
力
に

三
木
　
子
育
て
に
は
地
域
の
あ
た
た
か
い

支
援
や
見
守
り
が
大
切
で
す
が
、子
育
て
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ゆ
り
か
ご
の
み
な
さ
ん
に

は
、つ
ど
い
の
広
場
の
運
営
な
ど
、
地
域
の

子
育
て
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

冨
井
　
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ゆ
り
か

ご
は
、
平
成
16
年
か
ら
、
自
主
活
動
と
し

て
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
16
年
か
ら
、「
つ
ど
い
の
広
場
」

の
運
営
を
町
か
ら
委
託
さ
れ
、
保
護
者
の

み
な
さ
ん
の
子
育
て
を
お
手
伝
い
し
て
い

ま
す
。
と
き
お
り
「
子
ど
も
が
幼
い
と
き

に
ゆ
り
か
ご
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
ず
っ
と

お
礼
が
言
い
た
か
っ
た
」
な
ど
、
声
か
け

を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
多
く
の
人
に
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
て
も
ら
い
、
子
育
て
支

援
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

遊
具
の
あ
る
遊
び
場
を

三
木
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
子

ど
も
の
遊
び
場
が
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見

が
多
い
で
す
ね
。

町
長
　
史
跡
中
宮
寺
跡
は
、
現
在
、
イ
ベ

子育てタウンミーティングで、
中西町長が住民と意見交換

住民の声で、
子育て応援の輪を広げる

ン
ト
等
に
あ
わ
せ
た
臨
時
駐
車
場
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
常
設
の
駐
車
場
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
駐
車
場
の
そ

ば
に
、
い
く
つ
か
の
遊
具
を
設
置
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
老
朽
化
対
策
に
向
け
て

検
討
会
議
を
発
足

三
木
　
学
校
の
老
朽
化
を
心
配
す
る
声
も

あ
り
ま
す
が
、対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
小
・
中
学
校
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て
は
、
よ
り
良
い
学
校
教
育
環
境
の
整

備
に
取
り
組
む
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら

「
斑
鳩
町
子
ど
も
が
輝
く
学
校
の
未
来
構

想
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
町
立
小
学

校
と
町
立
中
学
校
の
適
正
規
模
や
適
正
配

置
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
い
て
お
り
、
令

和
８
年
３
月
ま
で
に
、
学
校
施
設
適
正
化

に
か
か
る
基
本
構
想
案
を
策
定
す
る
予
定

で
す
。

　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
通
学
路

に
つ
い
て
、夏
季
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
、

食
育
に
つ
い
て
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。
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子どもたちの声もお聞きしました

斑鳩町は「子育て応援宣言のまち」
和のこころで、子育てを応援しましょう

　中西町長が、夏休み
期間に親子料理教室な
どに参加。子どもたち
と交流しながら、子ど
もや保護者の声をお聞
きしました。

8月２6日、キッズトントン
教室で子どもたちと交流

▲

斑鳩町子育て応援宣言
　子どもたちは、その一人ひとりがそれぞれ
に個性や能力・夢を持ったかけがえのない
存在であり、未来の希望です。
　この子どもたちが、心豊かで健やかに成長
することは、町民すべての願いであり、大人
の責任です。
　そのため、斑鳩町は、「このまちで子どもを
産みたい、育てたい、そして、いつまでもこの
まちで暮らしたい。」と誰もが実感できるま
ちをめざし、町民一人ひとりが子どもたちを
見守りながら、育むとともに、家庭、地域、事
業者及び行政が力を合わせて子育てを応援
するため、ここに「斑鳩町子育て応援宣言」を
行います。

こども家庭センターにご相談ください
　令和６年４月から「斑鳩町こども家庭センター」
を生き生きプラザ斑鳩内に開設しています。
　保健師・助産師・保育士・公認心理師等の専
門職が、子どもや保護者の家庭に関する悩みを
聞き、面接や電話、訪問等で継続的に支援しま
す。
　妊娠期からの切れ目のない支援により「子育て
しやすいまち」のさらなる充実をめざします。

第３期子ども・子育て支援事業計画
を策定中

　令和２年度から、町の教育・保育サービスや地域
子ども・子育て支援事業の指針としてきた「第２期
斑鳩町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が
令和７年３月に満了となります。
　このため、現在、令和７年度からの第３期計画
の策定作業をすすめており、子育て世帯へのニー
ズ調査や子育てタウンミーティングの開催によ
り、住民の声を新計画に反映できるよう努めてい
ます。計画案がまとまりましたら、令和７年１月
ごろに、町ホームページにおいてパブリックコメ
ントを実施し、令和７年４月から、第３期計画に
もとづき、町の子育て支援事業をさらに充実させ
るよう努めていきます。

問合せ　健康対策課　　☎0745‒70‒0001
　　　　子育て支援課　☎0745‒75‒1152

問合せ　子育て支援課　☎0745‒75‒1152
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９月の町議会定例会で、令和５年度の決算が認定されました。
今回は、令和５年度の主な事業を、総合計画の７つの基本目標にもとづきご紹介
します。また、斑鳩町の財政状況についてもご紹介します。

【問合せ】政策財政課（☎内線253）

令和 年度5 決算報告

◆ まるごとまちごとハザードマップを町有施設に設置
◆ デジタル防災行政無線システム戸別受信機を希望す 
　 る町民などに無償で貸与
◆ 登下校時の子どもの安全確保のため、通学路などの防 
 　犯カメラを増設
◆ 令和５年６月豪雨災害による被害の拡大防止対策や支 
 　援を実施
◆ 物価高騰の影響を受けている町民や町内事業者を支     
　 援するため、水道料金の基本料金を９か月間免除

◆ 防災機能強化や温室効果ガスの削減を目的として、避難所や役場庁舎などの照明設備のＬＥＤ化 
 　工事を実施
◆ 町有施設への再生可能エネルギー等の導入に向けた調査を実施
◆ 斑鳩町町営住宅長寿命化計画にもとづき、長田団地Ａ棟の屋根・外壁等改修工事を実施

◆ 町内の幼保連携型認定こども園２園の整備・移行を
　 支援
◆ 不登校児童生徒などの活動の場や心の居場所となる
　 「斑鳩町子どもと親のフリースペース くるむ」を設置  
◆ 小・中学校の適正規模・適正配置に向けた検討を進
　 めるための基礎調査を実施
◆ 物価高騰の対策として、小・中学校給食費の３か月
　 間無償化や小・中学校および幼稚園の給食費補助金
　 増額、私立保育園の給食食材費支援を実施

安全・安心にくらせるまちにします1

コンパクトで質の高い持続可能なまちにします2

子どもの未来が輝くまちにします3
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◆ 新たなマラソン大会として、「いかるがの里　聖徳太子マラソン」を開催
◆ 子ども医療費の助成対象者を高校生の年齢まで拡充
◆ 町外プール施設の利用料金を一部助成
◆ 子どもや妊婦のインフルエンザ予防接種費用を一部助成
◆ 誰もが快適に利用できるように図書館の空調設備の一部
 　を更新

◆ 住民活動センターの運営や協働のまちづくり活動提案制度の活用を通じて、町民と行政の協働
　 のまちづくりを推進
◆ 男女共同参画社会の実現のために、女性活躍推進セミナーを開催
◆ すべての人の人権が尊重され、多様性が認められる共生社会の実現をめざすために、パートナー
　 シップ宣誓制度を導入

◆ 斑鳩町の魅力発信や斑鳩町への誇りと愛着を深めるために、「世界遺産登録３０周年記念法隆寺
　 特別ライトアップ IN 斑鳩町」と「和のあかりと
　 未来へのひかり」を実施
◆ 本町での創業を促進することによって観光や産業
　 の振興をはかるため、創業支援員による相談など
　 の創業支援事業を実施
◆ 防災重点ため池の耐震性調査、三室井堰の機能保
　 全計画策定を実施
◆ 物価高騰の影響を受けている町民や町内事業者を
　 支援するため、町内店舗で利用できる「斑鳩町生
　 活応援券」を発行

◆ 「法隆寺地域の仏教建造物」の世界遺産登録３０周年にあたり、世界遺産の魅力を広く発信するため
　 に、世界遺産サミットを開催
◆ 藤ノ木古墳の魅力発信や町内に所在する文化財の情報を発信す
　 るために、文化財体験アプリを制作
◆ 斑鳩町の文化財の存在やその内容について広く周知するために、
　 文化財ガイドブックを作成し、町内全世帯に配付

誰もが健やかに生き生きとくらせるまちにします4

悠久の歴史と文化、自然を大切にするまちにします7

つながりを大切にするまちにします5

魅力に満ちた活力あるまちにします6
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3億9,253万円の黒字

116億2,440万円 111億1,390万円

※「歳入」–「歳出」–「翌年度への繰越」

前年度比 2億1,406万円増 1.9％増

歳入 歳出

※表中の金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計、差し引きとその内訳が一致しない場合があります。

令和
5年度 斑鳩町の財政状況
一 般 会 計 決 算

会 計 別 決 算

地方交付税
国が配分したお金
32億6,826万円

国・県支出金
27億8,603万円

繰越金
7億5,493万円

地方消費税交付金
地方消費税から
配られたお金
5億5,488万円
従来分 2．2億円

※社会保障財源分は、
　消費税率引き上げ分
　として、社会保障施
　策にあてられます。

社会保障財源分
 3.3億円

町債
国や銀行から借りたお金
3億5,730万円

諸収入 1億4,578万円

使用料および手数料
1億5,710万円

その他 4億7,912万円
［森林環境譲与税　302万円］302

町税
31億2,100万円

町民税 15.4億円
固定資産税 12.3億円
都市計画税 1.4億円
　　　　　　　　　など

※都市計画税は、目的税として
下水道の整備など都市計画事業に
あてられます。

扶助費
　医療費助成金など

22億3,981万円

普通建設事業費
道路・施設の整備など
11億235万円

維持補修費
施設の修理など
1億1,734万円

積立金 
1億5,131万円

災害復旧費104万円
貸付金11万円

人件費
19億4,490万円

繰出金
国民健康保険などの
特別会計への支出
13億3,648万円

補助費等
各種団体への補助金や
負担金など
13億8,873万円

公債費
借りたお金の返済
8億6,094万円

物件費
光熱水費・消耗品費・
委託料など

19億7,089万円

前年度比 4億5,849万円増 4.3％増

会計名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額

一般会計 116億2,440万円 111億1,390万円 5億1,050万円

合計 177億2,650万円 172億3,758万円 4億8,892万円

国民健康保険事業特別会計 28億5,755万円 28億9,851万円 ▲4,095万円
介護保険事業特別会計
（保険事業勘定） 26億6,987万円 26億5,384万円 1,603万円

介護保険事業特別会計
（介護サービス事業勘定） 1,498万円 1,141万円 357万円

後期高齢者医療特別会計 5億5,969万円 5億5,992万円 ▲23万円
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健 全 化 判 断 比 率
いずれの指標も国の基準を下回り、財政状況は健全 !

一 般 財 政 指 標会 計 の

　「早期健全化基準」以上となった場合には、
財政健全化計画または財政再生計画を策定
し、財政再建に取り組む必要があります。斑
鳩町ではすべての指標において「早期健全化
基準」を大きく下回っています。
　今後も財政の健全化に努めていきます。

　基
金
（
貯
金
）
残
高
が
増
加
す
る
な
か
、
町

債
（
借
金
）
残
高
は
年
々
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
、
令
和
元
年
度
と
比
較
す
る
と
約
18
億
1
千

万
円
、
単
年
度
平
均
で
約
4
億
5
千
万
円
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
財
政
運
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る

指
標
と
し
て
、
実
質
単
年
度
収
支
と
経
常
収
支

比
率
が
あ
り
ま
す
。

　実
質
単
年
度
収
支
は
、
物
価
高
騰
対
策
事
業

や
後
年
度
の
財
政
負
担
軽
減
の
た
め
に
町
債
の

借
り
入
れ
の
抑
制
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

　経
常
収
支
比
率
は
、
交
付
税
な
ど
の
収
入
が
増
加
し
た
も
の
の
、

物
価
高
な
ど
に
よ
る
経
費
の
増
加
が
大
き
く
影
響
し
、
2.6
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
ま
し
た
。

　今
後
も
引
き
続
き
、
各
種
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
経
常
的
経

費
の
縮
減
や
歳
入
の
確
保
を
徹
底
し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

■
実
質
単
年
度
収
支

　そ
の
年
の
収
入
で
そ
の

年
の
支
出
を
賄
う
こ
と
が

で
き
た
か
を
示
す
指
標
。

当
該
年
度
の
実
質
収
支
か

ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
「
単
年
度
収

支
」
か
ら
、
黒
字
要
素
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
積
立

金
や
、
赤
字
要
素
で
あ
る

積
立
金
取
崩
額
の
影
響
を

反
映
さ
せ
た
収
支
を
あ
ら

わ
す
。

■
経
常
収
支
比
率

　財
政
状
況
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。
経
常
的
な
一

般
財
源
（
町
税
や
普
通
交

付
税
な
ど
）
に
対
し
て
、

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
（
人
件
費
や
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
）
に
使
わ
れ

た
一
般
財
源
が
占
め
る
割

合
を
あ
ら
わ
す
。

指　標 令和５年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質
赤字比率 14.15% 20%

赤字
なし連結実質

赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

標準財政規模に対して、一般
会計などの赤字が占める割合

19.15% 30%

25%8.1％
（前年度比+0.3％）

9.6％
（前年度比▲9％）

35%

標準財政規模に対して、すべ
ての会計の赤字が占める割合

 350%標準財政規模に対して、将来
負担すべき負債の割合

標準財政規模に対して、地方
債（国や銀行などからの借入
金）の1年間の返済額が占める
割合

元年度 2年度 3年度 4年度 5年度
基金（貯金） 252,607 253,236 284,981 308,284 315,503
町債（借金） 873,687 831,129 783,894 740,906 692,906

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

基金・町債の推移 基金（貯金） 町債（借金）
（万円）

93.3 93.2

89.5 91.2

93.8

89.0

90.0

91.0

92.0

93.0

94.0

95.0

元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

経常収支比率の推移（％）

8,736 9,071

58,294

▲6,655

▲24,628
▲40,000

▲20,000

0

20,000

40,000

60,000

元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

実質単年度収支の推移（万円）
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 ■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況

ロ . 貸借対照表【令和6年３月31日現在】

（単位 : 円）

（単位 : 円）

イ． 損益計算書 【令和５年４月１日～令和６年３月３１日】

県営水道の依存率は１００％です。
有収率は、給水量に対して、料金収入となる水量の割合
で、有収率が高いほどムダな水が少ないことになります。
（令和４年度全国平均は８９．８％）

《公共下水道事業との連携》
場　　　　所 延　長

龍田南５丁目、龍田西５・６丁目、
法隆寺北１・２丁目、法隆寺東１丁目 836ｍ

《配水管新設工事》
場　　　　所 延　長

大字岡本 70ｍ

《老朽管更新工事》
場　　　　所 延　長

大字岡本、大字三井、大字幸前、
阿波３丁目、龍田北４丁目、
興留４丁目、五百井１丁目

555ｍ

配水設備改良費計 212,641千円

令和5年度 令和4年度
総 給 水 戸 数 11,553戸

総　給　水　量 3,028,449㎥

総 有 収 水 量 2,805,197㎥

有　　収　　率 92.6%

11,635戸

2,950,842㎥

2,761,890㎥

93.6%

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 852,021,156
666,146,455
17,871,406

168,003,295

852,021,156

724,930,875
523,217,419
187,136,251
14,577,205

852,021,156
127,090,281

　 ⑴ 営業費用
　 ⑵ 営業外費用
　 ⑶ 特別損失

合　　　計

〔1〕水道事業収益

〔2〕当年度純損失

　⑴ 営業収益
　⑵ 営業外収益
　⑶ 特別利益

合　　　計

問合せ
上下水道課

（水道事業）
74

1401

令和5年度
水道事業会計決算

　令和５年度の決算額は、総収益が７億２，
４９３万８７５円、総費用が８億５，２０２
万１，１５６円、差し引き１億２，７０９万２
８１円（前年度純損失１，４６７万８，６０４
円）の当期純損失となりました。

■
審
査
の
結
果

　令
和
５
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
お
よ

び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、

歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、実
質

収
支
に
関
す
る
調
書
お
よ
び
財
産
に
関

す
る
調
書
の
各
計
数
は
、
関
係
法
令
に

準
拠
し
て
調
製
さ
れ
、誤
り
の
な
い
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。

　ま
た
、各
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
も
計
数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

令
和
５
年
度

一
般
会
計･

各
特
別
会
計

決
算
審
査

令
和
５
年
度

一
般
会
計･

各
特
別
会
計

決
算
審
査

■
審
査
の
結
果

　審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
比

率
・
資
金
不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎

と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
い

ず
れ
も
適
正
に
作
成
さ
れ
、
健
全
化
を

判
断
す
る
比
率
に
つ
い
て
は
、
問
題
な

い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

令
和
５
年
度

健
全
化
判
断
比
率
等

審
査

　 ⑴ 有形固定資産 　⑴ 企業債

　⑴ 企業債

　⑴ 長期前受金

合　　　計 合　　　計

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕固定資産 5,247,022,969 1,079,177,363
5,246,538,469 1,079,177,363

　 ⑵ 無形固定資産
〔4〕流動負債

250,500
320,853,456

　 ⑴ 現金及び預金

〔5〕繰延収益

457,966,576

2,263,548,016

〔6〕資本金 1,673,277,638

〔7〕剰余金 514,960,869

　 ⑵ 未収金 142,238,389

2,263,548,016

5,851,817,342 5,851,817,342

　⑴ 自己資本金 1,673,277,638

　⑴ 資本剰余金 116,481,293
　⑵ 利益剰余金 398,479,576

　 ⑶ 投　資 234,000

　 ⑶ 貯蔵品 4,589,408

95,763,299

　⑷ その他

〔2〕流動資産 604,794,373

16,359,192

　⑵ 未払金 204,488,965
　⑶ 引当金 4,242,000

〔3〕固定負債
（資産の部） （負債の部）

（資本の部）

● 下水道工事等の他事業と連携し、配水管の整備を実施
しました。（総延長1,461ｍ）
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令和5年度の決算

問合せ
上下水道課

（下水道事業）
74

2406

令和5年度
下水道事業会計決算

■
審
査
の
結
果

　令
和
５
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計

決
算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て

作
成
さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績

お
よ
び
当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を

適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

令
和
５
年
度

水
道
事
業
会
計
決
算

審
査

■
審
査
の
結
果

　令
和
５
年
度
斑
鳩
町
下
水
道
事
業
会

計
決
算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成

績
お
よ
び
当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態

を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。

令
和
５
年
度

下
水
道
事
業
会
計
決
算

審
査

　
一
般
会
計･

各
特
別
会
計
決
算
審

査
、
健
全
化
判
断
比
率
等
審
査
、

水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
お
よ
び

下
水
道
事
業
会
計
決
算
審
査
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
役
場
２
階
情
報
公
開
総

合
窓
口
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

 ■ 事業の概要

■ 汚水処理量と接続件数の推移

■ 建設改良工事の概要
・下水道管路整備工事

・奈良県流域下水道建設費負担金

■ 経理状況
（単位 : 円）イ． 損益計算書 【令和５年４月１日～令和６年３月３１日】

（単位 : 円）ロ． 貸借対照表 【令和６年３月３１日現在】

令和5年度

年度 汚水処理量（㎥）接続件数（件）

令和4年度
計画区域内人口

工事延長　 1,708m
事 業 費 352,589千円

負 担 額 16,896千円

28,087人

供　用　面　積 269ha

処理区域内人口 19,567人

普　　及　　率 69.7%

28,033人

令和元年度 4,3021,203,763

令和２年度 4,4731,269,864

令和３年度 4,6621,303,804

令和４年度 4,8241,338,228

令和５年度 5,0571,367,939

273ha

19,904人

71.0%

年間汚水処理量 1,338,228㎥1,367,939㎥

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕下水道事業費用

〔2〕当年度純利益

719,422,118

16,985,044

602,422,436
115,483,282

1,516,400

736,407,162

736,407,162
181,678,998
554,728,164

0

736,407,162

　 ⑴ 営業費用
　 ⑵ 営業外費用
　 ⑶ 特別損失

合　　　計

〔1〕下水道事業収益
　⑴ 営業収益
　⑵ 営業外収益
　⑶ 特別利益

合　　　計

　令和５年度の決算額は、総収益が７億３，
６４０万７，１６２円、総費用が７億１，９４
２万２，１１８円、差し引き１，６９８万５，
０４４円（前年度純利益１，１９２万３，３５
１円）の当期純利益となりました。

　 ⑴ 有形固定資産
　 ⑵ 無形固定資産

　⑴ 企業債

　⑴ 企業債

　⑴ 長期前受金

合　　　計 合　　　計

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕固定資産 18,448,681,566 7,590,412,395
17,154,171,113
1,294,510,453

7,590,412,395

〔4〕流動負債 766,287,136

　 ⑴ 現金及び預金

〔5〕繰延収益

359,602,823

9,000,952,820

〔6〕資本金 1,459,548,933

〔7〕剰余金 36,793,067

　 ⑵ 未収金 45,769,962

9,000,952,820

18,853,994,351 18,853,994,351

　⑴ 自己資本金 1,459,548,933

36,793,067

　 ⑶ 貸倒引当金 △ 60,000

470,909,238

　⑷ 預かり金

〔2〕流動資産 405,312,785

200,000
　⑸ 引当金 2,300,000

　⑵ 他会計借入金 0
　⑶ 未払金 292,877,898

〔3〕固定負債
（資産の部） （負債の部）

（資本の部）

⑴ 利益剰余金
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令和5年度の決算

歳出　28億9,851万円歳入　28億5,755万円

令和5年度
決算状況

医療費の負担を減らす取り組み
複重「るす診受を関機療医の数複、で気病じ同 ①

受診」はやめましょう。
つりかかや医けつりかかるきで談相らかろご日 ②

け薬局を持ちましょう。
③ジェネリック医薬品を利用しましょう。

査診康健、めたの見発期早や防予の病慣習活生 ④
を受けましょう。

問合せ　国保医療課（☎内線114）

令和５年度
国民健康保険
特別会計決算

状況

　
国
保
の
財
源
は
、被
保
険
者
（
世
帯
主
）

が
納
付
す
る
国
保
税
や
県
の
交
付
金
な
ど

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、

収
入
全
体
の
約
17・6
％
を
占
め
て
お
り
、

国
保
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
令
和
５
年
度
決
算
で
は
、
前
年
度
繰
上

充
用
金
（
累
積
赤
字
分
）
が
歳
出
の
約

1.8
％
を
占
め
、４
，０
９
５
万
円
の
赤
字
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、単
年
度
収
支
で
は
、

約
１
，０
２
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
累
積
赤
字
が
大
き
く
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

◎
国
保
の
財
政
状
況

　
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
令
和
２
年

度
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

度
以
降
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
被
保
険
者

の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
医
療
費
は
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
　

　
医
療
費
の
増
加
の
抑
制
の
た
め
に
、
被

保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
管
理
や
適

切
な
医
療
受
診
な
ど
自
分
に
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
医
療
費
の
状
況

　
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

特
別
な
事
情
も
な
く
国
保
税
を
滞
納
し
て

い
る
滞
納
者
に
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
含
め
、
厳
正
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど
の
事
情

に
よ
り
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況
な
ど
を
考

慮
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
国
保
医
療
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
国
保
財
政
の
健
全
化
に

   

向
け
た
取
り
組
み

   

（
収
納
体
制
の
強
化
）

　
平
成
30
年
度
か
ら
奈
良
県
も
保
険
者
と

な
り
、
県
単
位
で
国
保
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
は
全
額
県
が
負
担
し
、
そ
の

財
源
と
し
て
県
内
市
町
村
は
県
に
納
付
金

を
納
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
金
は
被
保
険

者
が
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
で
ま
か
な

◎
今
後
の
国
保
財
政

わ
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
県
内
市
町
村

で
保
険
税
率
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
適
切
な
税
率
の
設
定
や
効
率
的
な

事
業
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
安
定
的
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

支出収入

総務費1.2%

保険給付費
68.8%

国民健康保険
事業費納付金
27.3%

前年度繰上
充用金1.8%

保健事業費
0.7%

諸支出金
0.2%諸収入0.1%

繰入金
7.6%

使用料及び
手数料0.1%

国保税
17.6% 国庫支出金

0.1%

県支出金
74.5%

357,114

336,059

354,124

374,796

395,670

320,000

0

330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

390,000

400,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

1人あたりの医療費の推移
（円）
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（単位：百万円）

第８期介護保険事業計画期間（令和３年度から令和５年度まで）を終えて…

問合せ　福祉課（☎内線１２６）

第８期 介護保険事業計画期間の
介護保険事業の状況を報告します

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

給
付
費
の
実
績
は
、
各
年
度
で
計
画
値
の

約
９
割
程
度
の
給
付
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
給
付
費
は
、
後
期
高
齢
者
人
口

の
増
加
に
比
例
す
る
よ
う
に
認
定
者
数
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、前
年
に
比
べ
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
軽
度
で
あ
る
要
支
援
認
定
者
数
は
計
画

値
よ
り
も
多
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
要

介
護
認
定
者
数
は
計
画
値
よ
り
低
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
第
８
期
計
画
の
介
護
保
険
事

業
状
況
報
告
に
あ
わ
せ
、
令
和
５
年
度
の
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

の
決
算
状
況
も
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
給
付
費
が
計
画
値
よ
り
大

き
く
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
軽
度
の

頃
か
ら
、
各
種
介
護
予
防
事
業
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
状
態
の
回
復
や
現
状
維
持
、
重
度
化

の
防
止
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に

よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
環
境

整
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
理
由

の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

給
付
費
の
状
況

　介護が必要になっても、住み慣れた地域でできる限り自立した生活を送ることができるよう、高齢者の介護
を社会全体で支えるしくみとして、介護保険制度があります。介護保険サービスの見込み量を定め、保険給付
と地域支援事業の円滑な実施を確保するため策定された、介護保険事業計画の第８期計画期間（令和３年度か
ら令和５年度まで）が終了しましたので、給付などの実績を報告します。

年度 居宅
サービス

施設
サービス

その他の
サービス 合計 計画値 計画対比

令和
３年度 1,154 732 328 2,214 2,433 91.0%

令和
５年度 1,271 715 337 2,322 2,586 89.8%

令和
４年度 1,183 706 305 2,194 2,492 88.0%

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

R3 R4 R5
給付総額 計画値

介護保険給付費の給付状況

令和5年度 3,551人 5,102人 30.7% 32.7%

令和4年度 3,761人 4,888人 30.7%

令和3年度 4,031人 32.2%4,667人 30.8%

年度
高齢者数 高齢化率

32.4%

65歳～
74歳 75歳～ 町 県

高齢者人口、高齢化率の推移 要介護認定状況
年度 要支援 要介護 合計

R５計画対比 124.9% 88.6% 98.3%

令和５年度 601人 1,163人 1,764人

R5計画値 481人 1,313人 1,794人

令和３年度 494人 1,209人 1,703人

令和４年度 561人 1,144人 1,705人

令和５年度介護保険事業特別会計（保険事業勘定）決算状況特別版

保険料

19.2%

国庫支出金
5億9,079万8千円
22.1%

支払基金交付金
6億4,559万1千円
24.2%

県支出金
3億4,914万1千円
13.1%

繰入金
4億6,260万5千円
17.3%

繰越金
1億516万5千円
4%

財産収入

使用料
及び
手数料
2万5千円
0％

10万3千円

513,036千円

0%

諸収入
340万6千円
0.1%

歳入

5,514万9千円
2.1%

介護給付費
23億2,194万円
87.5%

基金積立金
3,722万7千円
1.4%

地域支援事業費
1億7,256万1千円
6.5%

諸支出金
6,695万9千円
2.5% 総務費

歳出

歳入　26億6,987万円 歳出　26億5,383万6千円

（百万円）
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斑鳩町敬老会第78回国民スポーツ大会
水泳競技出場選手表敬訪問

菜種油の奉納手話言語の国際デー

9 11/ 9 14/

9 23/ 9 21/

　佐賀県で開催された第78回国民スポーツ大
会に出場の斑鳩中学校３年水泳部の荒金亮汰さ
んが、中西町長を表敬訪問されました。
　荒金さんは、７月の奈良県総合体育大会で競
泳100ｍ自由形と200ｍ背泳ぎで優勝し、８月
の全国中学校体育大会でもそれぞれ４位・６位
入賞の好成績を収められ、本大会の奈良県代表
に選ばれました。「オリンピックへ出場すること
が目標です」と大きな夢を語ってくれました。
　大会では高校１年生の選手も参加する中、惜
しくも決勝に進めませんでしたが、今後の活躍
を期待しています。

　斑鳩町聴覚障害者協会と手話サークル鳩の会
のみなさんが講師となって、指文字や手話での
あいさつのミニ講座が行われました。
　参加者は和やかな雰囲気の中、手話でのコ
ミュニケーションについて学びました。
　また、世界ろう連盟の呼びかけに賛同して、
日没後は役場庁舎前標識のブルーライトアップ
を行いました。

　斑鳩町農業委員会などで組織される「斑鳩の
里・農と食の活性化プロジェクト推進委員会」
が丹精込めて栽培した菜の花の種を搾った菜種
油と、安堵町の伝統産業である灯芯ひき技術を
継承されている灯芯保存会が製作された灯芯を
法隆寺へ奉納しました。
　菜種油と灯芯は、法隆寺の正月の伝統行事
「修正会」で灯明として使用され、農業の営み
が伝統行事の継承へと繋がっていきます。

　敬老の日を前に、70歳以上のみなさんを招い
て「敬老会」を開催しました。
　敬老式典では、今年米寿を迎えられる人や結
婚50年を迎えられるご夫婦のみなさんに、町長
からお祝いの記念品を贈呈しました。
　敬老式典のあとの演芸では、大衆演劇「劇団
天虎」による芝居や舞踊が行われ、華麗な舞に
大きな拍手が沸き起こっていました。

しゅしょうえ

▲左から中西町長、澤田委員長、法隆寺 古谷管長、安堵町のみなさん
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　「
い
か
る
が
の
里 
聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ

ン
」は
、第
50
回
で
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
を
迎
え
た

「
い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ
ソ
ン
、
斑

鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会
」
が
新
し
く
生
ま

れ
か
わ
っ
た
大
会
で
す
。内
容
を
充
実
さ

せ
、
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

開
催
日
　
令
和
７
年
２
月
９
日（
日
）

　（
雨
天
決
行
、積
雪
中
止
）

ス
タ
ー
ト
時
間

　
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
　
午
前
９
時
30
分

　
１０
㎞
コ
ー
ス
　
午
前
10
時
15
分

大
会
会
場
　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ

　
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ス
　
斑
鳩
町
役
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

　
法
隆
寺
境
内
の
周
辺
、
史
跡
藤
ノ
木
古

　
墳
、中
宮
寺
、法
輪

　
寺
、法
起
寺
、い
か

　
る
が
溜
池
周
遊
道

　
路
を
走
行
す
る
、

　
古
都
斑
鳩
の
歴
史

　
的
街
並
み
を
存
分

　
に
味
わ
え
る
コ
ー

　
ス
で
す
。

　
会
場
内
に
、お
子
さ
ん
や
観
覧
、応
援
の

人
も
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
ま

す
。

　
・
千
葉
真
子
さ
ん
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
・
奈
良
グ
レ
ー
ト
ブ
ッ
ダ
ー
ズ
と
バ
ス

　
　
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

出
店
ブ
ー
ス
の
設
置

　
飲
食
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
の
販
売

　（
ラ
ン
ナ
ー
限
定
で
ぜ
ん
ざ
い
を
無
料

　
配
布
）

　
※
過
去
の
参
加

　
　
賞
な
ど
も
販

　
　
売
し
ま
す
。

種
目
　
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

　
・
男
子
　
高
校
生
〜
２９
歳
以
下

　
・
男
子
　
３０
代

　
・
男
子
　
４０
代

　
・
男
子
　
５０
代

　
・
男
子
　
６０
歳
以
上

　
・
女
子
　
高
校
生
〜
２９
歳
以
下

　
・
女
子
　
３０
代

　
・
女
子
　
４０
代

　
・
女
子
　
５０
代

　
・
女
子
　
６０
歳
以
上

１０
㎞
コ
ー
ス

　
・
男
子
　
高
校
生
〜
２９
歳
以
下

　
・
男
子
　
３０
代

　
・
男
子
　
４０
代

　
・
男
子
　
５０
代

　
・
男
子
　
６０
歳
以
上

　
・
女
子
　
高
校
生
〜
２９
歳
以
下

　
・
女
子
　
３０
代

　
・
女
子
　
４０
代

　
・
女
子
　
５０
代

　
・
女
子
　
６０
歳
以
上

申
込
期
間
　
１１
月
１
日（
金
）〜
１１
月

３０
日

　（
土
）午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｕ
Ｎ

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）で
の
申
込
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
注
意
事
項
、申
込
規
約
、個
人

　
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
大
会

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
　

　
・
高
校
生
以
上
の
健
康
で
制
限
時
間
内

　
　
に
ゴ
ー
ル
で
き
る
人

定
員

　
・
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
　
２
，０
０
０
人

　
・
１０
㎞
コ
ー
ス
　
な
し

制
限
時
間

　
・
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

　
　
ス
タ
ー
ト
後
１
5
０
分

　
・
１０
㎞
コ
ー
ス

　
　
ス
タ
ー
ト
後
1
0
5
分

参
加
費

　
・
一
般
　
　
４
，０
０
０
円

　
・
高
校
生
　
２
，０
０
０
円

参
加
賞

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

　
※
申
込
の
際
に
サ
イ
ズ
を
選
ん
で
く
だ

　
　
さ
い
。

記
録

　
レ
ー
ス
の
記
録
は
Ａ
ｔ
ｈ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
Ｔ

　
ａ
ｇ
で
計
測
し
ま
す
。

完
走
証

　
完
走
者
全
員
に
、
大
会
当
日
の
記
録
を

　
記
載
し
た
完
走
証
と
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

　
タ
オ
ル
を
配
布
し
ま
す
。

表
彰

　
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
総
合
優
勝
男
女
と
各
種

　
目
別
１
位
〜
３
位
の
選
手
を
表
彰

大
会
ゲ
ス
ト

　
千
葉
真
子
さ
ん
、
大
阪
芸
術
大
学
女
子

　
駅
伝
部
、奈
良
グ
レ
ー
ト
ブ
ッ
ダ
ー
ズ

新
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
開
催

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

第
２
回
い
か
る
が
の
里 

聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ
ン

「
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
参
加
者
募
集
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11月10日（日）　午後０時３０分～３時
斑鳩西小学校　運動場 雨天中止

日時

参加無料
・

入退場自由駐車場は限りがありますので、徒歩や自転車でご来場ください

場所

問合せ　安全安心課（☎内線272）

斑鳩町

防災訓練

楽し く 防 災 を 学 ぼ う ！

　楽しく防災を学んでいただくことを目的に、防災訓練を開催します。各ブースでさまざまな体験、
ノベルティの配布があります。ご家族、ご近所のみなさんでぜひご参加ください。 　　

　炊き出し訓練として、陸上自衛隊により、野外炊
具を用いて調理したカレーの炊き出しを行います。

〔  配布時間  〕
午後０時 40 分頃 100 食
午後２時頃　　   100 食

自衛隊カレーを食べてみよう！　先着２００食

　会場の上空に消防
防災ヘリコプター「や
まと 2000」が飛来
し、地上の本部と通
信訓練を行います。
※ 着陸は行いません。
※ 救助事案や気象状況など
　 により訓練を中止する場
　 合があります。

奈 良 県 防 災 航 空 隊
奈 良 県 広 域 消 防 組 合 西 和 消 防 署

陸 上 自 衛 隊

　災害現場で活躍
す る 警 察 車 両 や、
資機材の展示を行
います。県警マス
コットキャラクター

「ナポ君」も や っ て
くる！

奈 良 県 警 察 西 和 警 察 署

機動隊車両展示、機動隊装備品展示 消防防災ヘリコプターがやってくる！
【午後２時３０分から３０分程度】
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　地域で活躍する
斑鳩町消防団の新
型ポンプ車をお披
露目します。
　子ども用防火服
を着て写真を撮る
ことができます。

　消防車や火災警報
器の展示を行います。
　公式マスコットキャ
ラクター「まほろ隊長」
もやってくる！
※火災事案等が発生した場
　合、車両展示を中止し、
　現場出向する場合があり
　ます。

消防ポンプ車、輸送車の展示
子ども用防火服着用体験

消防車両の展示、住警器展示、
救命救急講習

簡易トイレ作製講習 ポリ袋調理のデモストレーション・試食
災害に備えたストック食品の展示・提供

給電デモンストレーション

斑 鳩 町 消 防 団 奈良県広域消防組合西和消防署

　普段は見ること
ができない自衛隊
車両や自衛隊の災
害対策グッズを展
示。ヘルメットなど
の着用体験もでき
ます。

陸 上 自 衛 隊

　雲発生装置や液状
化装置の使用体験も
できます。
　気象現象のメカニ
ズムを学びましょう。
　マスコットキャラク
ター「はれるん」の
缶バッジ配布も行い
ます。

奈良地方気象台

　地震などで断水し
た場合にトイレが使
用できなくなる恐れ
があります。万が一
に備え、ごみ袋やバ
ケツを使用した簡易
トイレの作製方法を
お伝えします。

災害時に役立つ、「パッ
ククッキング」と「ス
トック食品の混ぜるだ
け調理」の試食を行い
ます。
　普段でも使えるロー
リングストック推奨食
品の展示もあります。

斑 鳩 町 自 主 防 災 連 絡 会

　避難所等へ
の電源供給を
想定し、給電
可能な自動車
から電化製品
などへの給電
を行います。

トヨタユナイテッド奈良(株)

　感震ブレーカーの展示
を行います。その場で停
電アプリをダウンロード
された人に特典あり。
　ぬり絵コーナーもあり
ます。

関 西 電 力 送 配 電（ 株 ）

斑 鳩 町 栄 養 士 会

感震ブレーカーのデモ展示、
停電アプリの登録案内

防災気象情報パネルの展示、
雨量計・地震計の展示 自衛隊車両、災害対策物品の展示
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大和の大型横穴式石室
を有した古墳の
被葬者像とは…
　今月号では、12 月 15 日 ( 日 ) まで斑鳩文
化財センターで開催中の秋季特別展と、11 月
16 日 ( 土 ) 開催予定の藤ノ木古墳発掘調査
40 周年プレイベント「大和の大型横穴式石室
の被葬者像にせまる」の被葬者像について紹
介します。

大
和
の
大
型
横
穴
式
石
室

　
今
回
の
展
示
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、①
藤
ノ
木
古
墳
②
牧
野
古
墳
（
広
陵

町
）、③
植
山
古
墳
（
橿
原
市
）、④
五
条
野

丸
山
古
墳
〔
畝
傍
陵
墓
参
考
地
〕（
橿
原

市
）、⑤
赤
坂
天
王
山
古
墳
（
桜
井
市
）
の

５
基
の
古
墳
を
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
要
素
は
、
藤
ノ
木

古
墳
が
造
ら
れ
た
６
世
紀
後
半
か
ら
７
世

紀
初
め
頃
に
造
営
さ
れ
、
大
型
の
横
穴
式

石
室
に
刳
抜
式
家
形
石
棺
を
有
し
て
い
る

点
と
、
被
葬
者
像
と
し
て
皇
族
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
点
で
す
。

各
古
墳
の
被
葬
者
説

①
藤
ノ
木
古
墳
に
は
、昭
和
60(

１
９
８
５
）

　
年
の
第
１
次
調
査
以
降
、
昭
和
63(

１

　
９
８
８
）年
の
第
３
次
調
査
に
か
け
て
、

　
多
く
の
被
葬
者
説
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
代
表
的
な
説
を
あ
げ
る
と
、
皇
族

　
説
（
穴
穂
部
皇
子
と
宅
部
皇
子
の
合
葬

　
説
、崇
峻
天
皇
な
ど
）、豪
族
説（
蘇
我
氏
、

　
物
部
氏
、
膳
氏
、
山
部
氏
、
額
田
部
氏
、

　
大
原
氏
）、
百
済
王
族
説
な
ど
が
あ
り
ま

　
す
。
い
ず
れ
の
説
も
決
め
手
を
欠
く
た

　
め
、
現
在
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ

　
ん
が
、
古
墳
の
造
営
年
代
、
副
葬
品
の

　
優
位
性
、
石
棺
内
に
二
体
の
埋
葬
、
石

　
室
石
積
み
の
あ
り
方
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

　
な
状
況
か
ら
、
蘇
我
馬
子
に
よ
っ
て
暗

　
殺
さ
れ
た
穴
穂
部
皇
子
と
宅
部
皇
子
の

　
合
葬
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
牧
野
古
墳
に
は
、『
延
喜
式
』
で
「
成

　
相
墓
」
と
称
さ
れ
て
い
る
舒
明
天
皇
の

　
父
に
あ
た
る
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
墓

　
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た

　
年
代
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
墓
の
所
在

　
す
る
広
瀬
郡
の
な
か
で
、
こ
の
古
墳
以

　
外
に
ふ
さ
わ
し
い
古
墳
が
な
い
理
由
か

　
ら
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
植
山
古
墳
に
は
、
長
方
形
の
墳
丘
に
二

　
つ
の
石
室
が
つ
く
ら
れ
、
最
初
に
つ
く

　
ら
れ
た
東
石
室
に
推
古
天
皇
の
子
の

　
竹
田
皇
子
が
葬
ら
れ
、
西
石
室
に
推
古

　
天
皇
が
初
め
に
葬
ら
れ
た
墓
と
の
説
が

　
あ
り
ま
す
。
東
石
室
の
石
棺
内
は
骨
も

　
副
葬
品
も
な
い
空
の
状
態
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
古
事
記
』
の

　
推
古
天
皇
と
竹
田
皇
子
が
、
現
在
の
大

　
阪
府
太
子
町
の
「
磯
長
山
田
陵
」
に
改

　
葬
さ
れ
た
記
事
に
一
致
し
て
い
る
と
い

　
う
の
が
主
な
理
由
で
す
。

④
五
条
野
丸
山
古
墳
に
は
、
国
内
最
大
長

　
の
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
こ
と
や
家
形

　
石
棺
の
位
置
関
係
か
ら
、
欽
明
天
皇
と

　
そ
の
后
の
堅
塩
媛
の
合
葬
説
が
あ
り

　
ま
す
。
一
方
、『
日
本
書
紀
』
推
古

　
天
皇
28(

６
２
０
）
年
の
堅
塩
媛
の
葬
礼

　
の
記
事
な
ど
か
ら
、
宮
内
庁
が
治
定
し

　
て
い
る
「
檜
隈
坂
合
陵
」
を
肯
定
し
、

　
蘇
我
稲
目
と
そ
の
娘
の
堅
塩
媛
と
の
合

　
葬
説
も
あ
り
ま
す
。

⑤
赤
坂
天
王
山
古
墳
に
は
、
崇
峻
天
皇
5

　(

５
９
２)
年
に
蘇
我
馬
子
に
よ
っ
て
暗

　
殺
さ
れ
た
崇
峻
天
皇
の
墓
と
す
る
説
が

赤坂天王山古墳の石室と石棺

え
ん 

ぎ 

し
き

く
ら 

は
し
の
お
か
の
み
さ
さ
ぎ

じ
ょ
め
い

ほ
う
む

か
ら

き
ん
め
い

き
た
し
ひ
め

そ
う
れ
い

い
な 

め
ひ
の
く
ま
の
さ
か
あ
い
の
み
さ
さ
ぎ

じ 

じ
ょ
う

し
な
が
の
や
ま
だ
の
み
さ
さ
ぎ

お
し
さ
か
の
ひ
こ 

ひ
と  

お
お
え
の

ら
い
の
は
か

な

ば
く 

や

う
ね
び

く
り
ぬ
き
し
き 

い
え
が
た 

せ
っ
か
ん

あ
な 

ほ  

べ
の 

み  
こ

や
か 

べ

す  

し
ゅ
ん

そ
　 

が

も
の
の
べ

か
し
わ
でく

　
だ
ら

う
ま
　
こ

ふ
く
そ
う
ひ
ん

ぬ
か  

た     

べ

ひ  そうしゃぞう

　
あ
り
ま
す
。
宮
内
庁
が
治
定
し
て
い
る

　「
倉
梯
岡
陵
」
は
寺
の
跡
で
あ
る
と
す

　
る
説
が
あ
り
、
現
在
の
地
名
「
倉
橋
」

　
付
近
で
の
墳
丘
、
石
室
、
石
棺
の
観
点

　
か
ら
、
赤
坂
天
王
山
古
墳
を
崇
峻
天
皇

　
陵
と
す
る
説
が
有
力
で
す
。

　
展
示
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
古
墳
に
関
係

す
る
出
土
遺
物
や
複
製
品
を
展
示
し
て
い

る
ほ
か
、
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
町
立
図
書
館
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
に

お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
発

生
事
案
に
つ
い
て
（
お
詫
び
）

　
10
月
１
日
か
ら
の
運
用
開
始
に
向
け
準

備
を
進
め
て
き
た
「
斑
鳩
町
立
図
書
館
シ

ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
、
９
月
30
日
に
利
用

で
き
な
く
な
り
、
委
託
事
業
者
が
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
が
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

に
感
染
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
内
に
は
図
書
館

利
用
者
の
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、

予
定
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
停
止

し
た
う
え
で
、
委
託
事
業
者
と
と
も
に
、

原
因
究
明
と
被
害
範
囲
の
特
定
を
進
め
、

復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
事
案
に
よ
り
、
多
大
な
ご
迷
惑
と
ご

心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

※

調
査
等
で
判
明
し
た
事
実
と
図
書
館
の
運 

　
営
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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図書館へ行こう！
11月の図書展示（11月１日～30日）

　

12月ブックスタート

一般書 貸出ベスト３

１位「52ヘルツのクジラたち」
　　　　　　　　町田　そのこ
２位「あなたが誰かを殺した」
　　　　　　　　東野　圭吾
３位「成瀬は天下を取りにいく」
　　　　　　　　宮島　未奈

 
児童書 貸出ベスト３

１位「おちびさんじゃないよ」
２位「ポケモンをさがせ！２」
３位「ポケモンをさがせ！エメラルド」

１位「お疲れ女子に捧ぐ しょうが
　　　レシピ帖」
２位「友だちがしんどいが
　　　なくなる本」
３位「るるぶドライブ
　　　関西ベストコース’25」

お知らせ

町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@libra
ryik

aru
ga
.jp

お知らせ

場所　町立図書館　児童フロア　
定員　各10組（申込不要）

おはなし会 ランキング8月

 
電子図書館 貸出ベスト３

日時　11月13日(水)午後2時～
協力　ひこはな絵本の会
対象　０～６歳

■ 水曜日のおはなし会

日時　11月10日(日)午後3時～
協力　斑鳩おはなしの会

■ おとなのためのおはなし会

日時　11月16日(土)午後3時～
協力　おはなしさんぽ
対象　小学生以下

■ 土曜日のおはなし会

　赤ちゃんと保護者に絵本を無料でプレゼントする催しです。
対象　６か月～１歳未満の赤ちゃんとその保護者　※保護者だけでも受け取りできます。
場所　町立図書館　
期間　12 月６日 ( 金 )・８日 ( 日 ) 午前 10 時～午後５時
持物　母子健康手帳・絵本ひきかえ券　
※絵本の読み聞かせをご希望の人は、下記の時間帯にお越しください。
12 月６日 ( 金 )・８日 ( 日 ) 午前 10 時～ 11 時

令和６年度町立図書館絵本講座　受講者募集
「わんどく ＩＮ いかるが　～わんちゃんに絵本を読んであげよう！～」
　参加者が、読書介助犬と呼ばれる犬に読み聞かせを行います。読書介助犬は、静かにそばで聞いてくれるので、
音読が苦手でも、読み聞かせの時間を楽しく過ごすことができます。
日時　12 月１日 ( 日 ) 午後１時～３時 30 分（２部制）　
場所　中央公民館　大ホール
講師　特定非営利活動法人　学校図書館木質・活性化支援センターのみなさん
定員　10 組 20 人（先着順・無料）
対象　小学生程度の、１人で本がよめる児童（保護者同伴）※犬に対するアレルギーのある人は参加できません。
申込　11 月２日 ( 土 ) ～ 24 日 ( 日 ) に、町立図書館窓口・電話のいずれかの方法でお申し込みください。

HP:https://www.ikaruga- l ib
. jp

「輝け！セカンドライフ」をテーマに展示を行います。

★ミニ展示
　「女性に対する
　  暴力をなくす運動」
　関連展示
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協働のまちづくり

住
民
活

動センター
だ

よ
り住民活動センター（住民活動の拠点）から、住民活動センター講座の

テーマを募集します。

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
　 ０７４５‐７０‐０９２３（直通）
　 ikarugakyodo＠yahoo.co.jp　
　 https://ikaruga-kyodo.jimdoweb.com/

☎

住民活動センター講座の
テーマを募集しています！

　住民活動センターでは、住民のみなさんが自発的に行う社会貢献活動
（住民活動）のヒントになる講座を毎年開催しています。
　住民活動をはじめるにはどうしたらいい？団体運営がうまくいかないのは何故だろう？
こんなスキルがほしいけど、何から取り組んでいいかわからない！など、住民活動のため
にセンター講座で取り上げてほしいテーマを募集しています。
　また、「こんなことを教えられます」などのご意見もお待ちしています。
　過去のテーマで再度開催することもできますので、住民活動センターまでリクエストを
お待ちしています。

『斑鳩まちづくりワールドカフェ』
『自分にできることから少しずつやってみませんか？
～これからもずっと住み続けたいまちにするために～』

これまでに開催した住民活動センター講座のテーマ

◆ みんなでまちづくりについて話し合おう！

『話しましょ！斑鳩町でのボランティア活動』
『話しましょ！ボランティアのあれこれ』

◆ ボランティアって何？

『団体ＰＲリーフレット作成講座』
『活動広報写真の撮り方』
『住民活動に活かせるインスタグラムの使い方』

◆ いろんな人に活動を知らせたい！

『きいてみよう！住民活動団体の立ち上げとお金についての話』
『お金の集め方・活かし方講座～活動内容と目的にあった資金調達法の最新情報～』
『話しあいが “きっと” うまくいく講座』  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

◆ 団体運営のスキルをあげたい！
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冬の特別教室(公民館教室)に
参加しませんか

好評だった夏季特別教室に続いて、
今年度の第２弾冬季特別教室を開催します。
参 加 費  無料（材料費は別途必要）
申込期間 11 月 9 日（土）～ 17 日（日）
　　　　　　 先着順（定員数に達し次第締め切ります）

 ※中央公民館窓口では、夜間および電話での受付は行いません。
 ※9・10 日に発信されたメールは 11 日受付になります。
 E メールで申し込む場合は、次の❶～❻をご記入ください。
　　　　　　（❸～❹はケーキ作り教室申込時にご記入ください）
 ❶申し込み教室名　❷参加者氏名（よみ）　❸学校名・学年　
 ❹同伴者氏名（よみ）　❺郵便番号・住所　❻電話番号
受講決定 11 月 18 日（月）に決定し、対象者には持ち物など詳細について 
 後日郵送でお知らせします。各教室の希望者が、お香は８人、 
 ケーキ作りは６組を下回る場合は、不開講となります。

申込方法 11 月 9 日（土）・10 日（日）は中央公民館窓口（午前 9 時～午後 4 時）でのみ受け付けます。
 11 日（月）からは窓口に加えて E メール（chuoukou@town.ikaruga.nara.jp）でも受け付けます。

Q

10月号広報クイズの答 ②平泉町（応募件数12）

大和川河川事務所が遊水地整備を進めている
三代川地区で、整備予定地の除草に活躍して
いる動物は？

応募方法　クイズの答え・住所・氏名・電話番号を、はがき（〒636-0198 斑鳩町
役場・広報クイズ係）、fax（0745-74-1011）、E メール（soumu@town.
ikaruga.nara.jp）のいずれかの方法で役場まで。正解者のなかから、抽選で２
人に斑鳩町商工会で購入できる「斑鳩ブランド認定品」商品券1,000円分をプレ
ゼントします。プレゼントの当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。

〈11月15日(金)必着〉①ヤギ　②ヒツジ　③ウシ

町民憲章 （平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。
一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
　　伝えます。
一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
　　まちにします。
一、 人権を尊重し、心のふれあう
　　まちをめざします。
一、 ともに生き、ともに学び、未来
　　を拓く活力のあるまちにします。
一、 知恵と力を出し合い、住み
　　よいまちを築きます。

◀
町
の
鳥
「
い
か
る
」

問合せ　中央公民館
（☎0745-74-1511）

教室名・講師

（講師）森山  実可子

（講師）川本  幸代
（講師）村上  郁代

日時・場所 材料費 対　象 内　容募集
人数

冬季特別教室
香司の手作りお香

冬休みファミリー教室
クリスマスケーキ作り

12月15日（日）
10:00～11:30
 中央公民館
 研修室1

12月22日（日）
10:00～12:00
 中央公民館
 調理実習室

15人

10組

1人
1,200円

町在住・在勤の
成人

町在住の
小学１年生～
中学３年生と

その家族
（中学生も成人の

      同伴が必要です）

1組
2,200円

キンモクセイの匂い袋をつくります。
お香は古来邪気をはらい、場を浄化し
てくれるものとして親しまれ、心身を
清らかにする不思議な力があります。
今回は、キンモクセイのふわっと広が
る甘い香りと数種類の和の香原料を使
用した和洋ミックスの匂い袋をつくり
ましょう。

クリスマスに親子一緒にリース型（リ
ング型）の焼き菓子をつくりましょう。
ケーキを焼いている間に簡単なミニパ
フェを各自で仕上げて試食します。焼
きあがったケーキはお持ち帰りできま
す。（ケーキサイズ直径18cm ペーパー
リング型１台 / 組）
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年
末
ご
み
・
資
源
物
の
収
集
の
実
施

　
　
環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
２
）

　
ご
み
・
資
源
物
の
排
出
量
が
増
加
す
る

年
末
に
、次
の
と
お
り
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

回
収
日
・
回
収
品
目

　
12
月
29
日（
日
）

　
　
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
12
月
30
日（
月
）

　
　
可
燃
ご
み
、
生
ご
み
分
別
収
集

回
収
エ
リ
ア
　
全
町
域
で
収
集
し
ま
す
。

搬
出
方
法  
通
常
ど
お
り
、
午
前
８
時
ま

　
で
に
、ご
み
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・
昨
年
度
同
様
に
、
12
月
29
日（
日
）と

　30
日（
月
）は
、
家
庭
ご
み
・
資
源
物

　の
衛
生
処
理
場
へ
の
持
ち
込
み
を
受
け

　付
け
ま
せ
ん
。

・
衛
生
処
理
場
へ
の
持
ち
込
み
は
、
年
内

　は
12
月
27
日（
金
）ま
で
、
年
始
は
１

　月
６
日（
月
）か
ら
、
持
ち
込
み
可
能

　で
す
。

・
資
源
に
カ
エ
ル
宝
箱
、
公
共
施
設
の
生

　ご
み
収
集
バ
ケ
ツ
も
、
年
末
年
始
（
12

　
月
28
日（
土
）〜
令
和
７
年
１
月
５
日

　（
日
））の
間
は
、
撤
去
し
ま
す
。

・
全
町
域
で
の
収
集
と
な
り
、
収
集
に
時

　間
を
要
す
る
見
込
み
の
た
め
、
通
常
の

　収
集
ル
ー
ト
や
収
集
時
間
と
異
な
る
場

　合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
　
斑
鳩
町 

青
少
年
悩
み
ご
と
相
談

（
☎
０
７
４
５
�
０
０
７
７
）

　
11
月
は
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間
で
す
。

　
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い
て
、
斑

鳩
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を

通
じ
て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活
動

●
西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進

　
委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

　（
青
少
年
の
非
行
行
為
な
ど
の
情
報
提

　
供
は
、
役
場
生
涯
学
習
課
ま
で
お
願
い

　
し
ま
す
）

●
青
少
年
悩
み
ご
と
相
談
（
毎
週
火
・
金
・

　
土
曜
日
　
中
央
公
民
館
内
）

※

電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

斑鳩町役場
主な連絡先

上下水道課（上水道係）

上下水道課（下水道係）

町立図書館

中央公民館

東公民館

西公民館

中央体育館

斑鳩文化財センター

生き生きプラザ斑鳩

保健センター

子育て支援課

斑鳩町地域包括
支援センター

斑鳩町観光協会

ふれあい交流センター
いきいきの里

衛生処理場

西老人憩の家

東老人憩の家

ふらっぴん♪

いかるがホール

三室休日診療所

斑鳩町シルバー
人材センター

広告広告

家
庭
教
育
講
演
会

「
こ
ど
も
の
成
長
と
付
き
あ
い
方
」

　
　
中
央
公
民
館
（
水
曜
日
休
館
）

　
　         （
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

　
こ
ど
も
の
成
長
と
付
き
あ
い
方
に
つ
い

て
、
遺
伝
情
報
や
脳
の
話
を
交
え
な
が
ら

お
話
し
ま
す
。（
受
講
無
料
）

日
時
　
11
月
19
日（
火
）

　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

場
所
　
中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

講
師
　
関
西
大
学
教
授
・
奈
良
県
臨
床
心

　
　
　
理
士
会
会
長
・
葛
城
市
こ
ど
も
若

　
　
　
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
統
括
心
理

　
　
　
士
　
石
田
　
陽
彦 

氏

お
知
ら
せ

教
育
長
に
　

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を

得
て
、
10
月
27
日
付
け
で
教
育
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。 　

ま
さ     

あ
き

　

山  

本   

雅  

章
 (

敬
称
略)（

再
任
）
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
　
　
　
安
全
安
心
課（
☎
内
線
２
７
２
）

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備
え

て
、情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、
斑

鳩
町
以
外
の
地
域
で
も
全
国
一
斉
に
さ
ま

ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
が

行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
実
施
日
時

　
11
月
20
日（
水
）
午
前
11
時
頃

斑
鳩
町
で
の
訓
練
内
容

　
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
斑
鳩
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
受
信
し

た
内
容（
テ
ス
ト
文
）を
送
信
し
ま
す
。

許
し
ま
せ
ん
！
滞
納

町
税
・
県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間

　
　
税
務
課（
☎
内
線
１
５
５
・
１
５
６
）

　
地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
奈
良
県
で
は

今
年
度
も
１１
月
・

１２
月
を
「
市
町
村
税
・

県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間
」と
し
て
、
一

斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
期
間
中
は
、斑
鳩
町
と
県
が
協
力
し
て
、

財
産
調
査
、
預
貯
金
・
給
与
差
押
な
ど
に

よ
る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
納
付
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
期
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
「
犯
罪
被
害
者
支
援

奈
良
県
民
の
つ
ど
い
」

　
奈
良
県
人
権
施
策
課

　
　（
☎
０
７
４
２
㉗
８
７
１
６

　
　  

f
a
x
　
０
７
４
２
㉗
８
７
２
１
）

　
犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ

た
人
と
家
族
、
遺
族
の
置
か
れ
た
状
況
や

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
支
援
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
開
催
し
ま
す
。

〇
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」に
よ
る
、
事
件
・
事
故
な
ど
に
よ
り
理

不
尽
に
生
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者
が
主
役

の
ア
ー
ト
展
で
す
。

日
時  

11
月
29
日（
金
）  午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所  

奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル  

情
報
広
場

〇
式
典
・
特
別
講
演

【
ウ
エ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
奈
良
女
子
大
学
管
弦
楽
団

【
講
演
】

　
大
久
保
　
巌
・
ユ
カ
　
氏（
少
年
犯
罪

　
被
害
当
事
者
の
会
）

　「
命
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
」

日
時  
11
月
29
日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時  

　
30
分（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

場
所
　
奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル  

　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

差押処分

財産調査で判明した
財産を差し押さえ

納期限までの納付が
ない場合に発送

金融機関・勤務先・
取引先などの財産
調査を実施

財産調査 督促状発送

滞納処分の流れ

国
内閣官房
気象庁

斑鳩町
Ｊアラート受信機

携帯電話会社

緊急情報

私たちに情報が伝わるまで

住民

登録制メールなど

  緊急速報メール
（エリアメール）

広告

税
を
考
え
る
週
間

〜
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
〜

　11
月
11
日
（
月
）
〜
17
日
（
日
）

は
税
を
考
え
る
週
間
で
す
。

　

等撃攻力武や波津・震地、はとトーラアJ ※
の緊急情報を、国から人工衛星などを通
じて瞬時にお伝えするシステムです。
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斑
鳩
ア
イ
セ
ス
Ｓ
Ｇ
Ｇ

新
会
員
募
集

　
斑
鳩
ア
イ
セ
ス
Ｓ
Ｇ
Ｇ
事
務
局

　
石
川
　
純
一
郎

（
☎
０
９
０
‐
７
３
５
１
‐
９
０
０
５
）

　
藤
本
　
勢
津
子

（
☎
０
８
０
‐
３
０
３
６
‐
９
３
１
９
）

法
隆
寺
i
セ
ン
タ
ー（
斑
鳩
町
観
光
協
会
）

（
☎
０
７
４
５
�
６
８
０
０
）

　
法
隆
寺
i
セ
ン
タ
ー
を
ベ
ー
ス
に
活
動

し
て
い
る
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会「
斑
鳩
ア
イ
セ
ス
Ｓ
Ｇ
Ｇ
」は
、
法
隆

寺
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
年
に
設
立
さ

れ
、
現
在
約
30
人
の
会
員
で
英
語
や
中
国

語
で
法
隆
寺
や
斑
鳩
の
里
の
観
光
案
内
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、
法
隆
寺
i
セ
ン
タ
ー

で
は
、
道
案
内
・
交
通
機
関
の
案
内
・
情

報
提
供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
て
い
る
今
、
あ

な
た
の
外
国
語
能
力
を
活
か
し
て
、
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　
研
修
や
先
輩
に
よ
る
指
導
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル  

                     

で 

受
け
付
け
て
い
ま     

　
す
。

募
集

（                       
                 

）

ice
s-h

o
ryu

ji@
go

o
gle

gro
up

s.co
m

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

（
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
　  

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
、
職

場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性

の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、

人
権
擁
護
委
員
が
無
料
・
秘
密
厳
守
で
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時
　
１１
月

１３
日（
水
）〜

１９
日（
火
）

　（
平
日
）午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

   （
土
・
日
曜
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
合
せ
　
奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
７
４
２
㉓
５
４
５
７
）

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　（
普
通
徴
収
・
第
5
期
分
）

・
・
・
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　（
普
通
徴
収
・
第
5
期
分
）

　
　
・
・
・
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
６
）

　
お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
12
月
2
日（
月
）

な
ら
糖
尿
病
デ
ー
２
０
２
４

糖
尿
病
を
知
ろ
う
！
　
基
礎
か

ら
わ
か
る
糖
尿
病
の
あ
れ
こ
れ

　
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
な
ら
事
務
局（
奈
良
県
立

　
医
大
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
学
講
座
）

　
代
表（
☎
０
７
４
４
㉒
３
０
５
１
）

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
。糖
尿
病
の
人
だ
け
で
な
く
、家
族
や
医

療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
糖
尿
病
に
関
心
の
あ
る

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
17
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所
　
い
か
る
が
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

内
容
　

　
・
看
護
師
に
よ
る「
糖
尿
病
と
足
に
は

　
　フ
ッ
ト
〜
い
関
係
が
あ
る
⁉
」

　
・
歯
科
医
師
／
歯
科
衛
生
士
に
よ
る「
ほ

　
　う
っ
て
お
く
と
糖
尿
病
に
も
影
響
す

　
　る
歯
周
病
の
あ
れ
こ
れ
」

　
・
理
学
療
法
士
に
よ
る「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　だ
け
じ
ゃ
な
い
効
果
的
な
運
動
療
法
」

　
・
医
師（
近
畿
大
学
奈
良
病
院
内
分
泌
・

　
　代
謝
・
糖
尿
病
内
科
診
療
科
長
　
岸

　
　谷
　
讓
先
生
）に
よ
る「
糖
尿
病
こ
と

　
　始
め
」な
ど

※
多
職
種
に
よ
る
医
療
相
談
も
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、奈
良
県
糖

　
尿
病
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
の
募
集

　
自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

資
格

　
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

　
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学

　
校
卒
業
者
（
令
和
７
年
３
月
に
中

　
学
校
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

受
付
期
限

　
令
和
７
年
１
月
16
日（
木
）（
締
切

　
日
必
着
）

試
験
日

　
令
和
７
年
１
月
25
日（
土
）
ま
た

　
は
26
日（
日
）（
１
次
試
験
）

※

詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
候
補
生
も
年
間
を
通
じ
て

受
付
中

資
格

　
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

　
以
上
33
歳
未
満
の
男
女
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～保育園で楽しい昼食会（おこさまランチ）を開催します～
　　　　　　保育園の人気メニューをどうぞ！

　保育園で実際に提供される給食を親子で食べながら、子育ての不安
や疑問について、　保育士・栄養士が相談に応じます。
対　　象：未就園のお子さん（生後7か月～）とその保護者
募集人数：各園親子5 組（応募者多数の場合は抽選になります）
料　　金：大人２００円・子ども１００円（給食の実費負担額）
申　　込：各保育園に電話でお申し込みください。
　　　　　その後、来園し、申請用紙にご記入をお願いします。

■問合せ先（申込先）
 たつた保育園　　斑鳩町龍田１－５－１　（☎０７４５－７４－２２０３）
 あわ保育園　　   斑鳩町阿波３－５－３３（☎０７４５－７４－１６５４）

● 採用概要
　 ・採用職種　　 保育所保育士
　　　　　　 　　（保育士資格を有する人または令和７年３月３１日までに資格取得見込みの人）
 　・勤務地　　　 町立保育所（あわ保育園、たつた保育園のいずれか）
　 ・採用方法　    試験による選考
　 ・採用予定数　 若干名
     　※勤務条件や報酬等の詳細は、子育て支援課窓口で配布の募集案内をご覧ください。
● 試験申込
　 ・受付場所　　 子育て支援課（生き生きプラザ斑鳩内・斑鳩町小吉田１－１２－３５）
　                       ☎０745-75-1152
 　・申込期間　　１１月５日（火）～１１月２２日（金）　土曜日・日曜日は除く
　　　　　　　  　午前８時３０分～午後５時15分
　 ・申込方法　　  子育て支援課に次の必要書類をご持参ください。
     　　　　　  　 ①履歴書（市販用紙、応募者自筆、写真貼付）
　　　　　　　 　  ②保育士免許証原本または資格取得見込証明書
　　　 ※郵送・電話・FAX・電子メール等による申込はできません。
● 試験概要
　 ・試験日時　　１1月30日（土）　受付：午前８時４５分
 　・試験会場　　 生き生きプラザ斑鳩　2階　視聴覚室（斑鳩町小吉田１－１２－３５）
　 ・試験方法　　 個別面接による口述試験

令和７年度会計年度任用職員（保育士）を募集します

開催場所

開催日時

申込期間

たつた保育園 あわ保育園
　　　　１２月４日（水）
午前１１時３０分～午後０時３０分

１１月７日（木）～２０日（水）
　午前１０時～午後５時

１１月１４日（木）～２７日（水）
　午前１０時～午後５時

　　　　１２月１１日（水）
 午前１１時３０分～午後０時４５分
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「高齢で耕作できなくなった農地を誰かに管理してほしい」
「農地を相続したけど農業はしないので、誰かに貸したい」
または、

「農業経営を拡大したいので農地を借りたい」
「新規に本格的に農業を始めるので農地を借りたい」
と、お考えの人は、なら担い手･農地サポートセンターへ
ご相談ください。
　なら担い手・農地サポートセンターは、農地の出し手（貸
したい人）から農地を借り受け、受け手（借りたい人）へ
マッチングします。

農地を貸したい人、借りたい人を募集 !!

● 農地中間管理事業で農地を貸借するまでの流れ●

①農地の貸付希望申込み
③農地の貸借

② 交渉･
　マッチング

①農地の借受希望申込み
③ 農地の貸借

募集期間
出し手（貸したい方）：随時受付
受け手（借りたい方）：随時受付
対象農地：市街化区域以外の区域に
                  ある農地

問合せ
公益財団法人　なら担い手・農地サポート
センター（農地中間管理機構）
〒634-0065　
橿原市畝傍町 53 番地

（☎0744-21-5020）

ホームページ
http://www.nara-ninanou.sakura.ne.jp/
　なら担い手・農地サポートセンターは、法
律に基づき県知事の指定を受けた公的機関
です。安心してご利用ください。農地の出し手 なら担い手・農地

サポートセンター 農地の受け手

貸借契約 貸借契約

出し手から農地を
借り受け

受け手に農地を
貸し付け

 ＊資料は当日配布
 ＊会場には無料の駐車場はありません。電車・バス等の公共の交通機関をご利用ください。
※ 年末調整および年末調整減税事務に関する問合せ先
      奈良税務署　法人課税第５部門（源泉所得税担当）
        ☎０７４２－２６－７６２８

１. 日時

２. 場所

３. 対象

11 月 21 日 ( 木 )　午前 10 時～正午
　　　　　　　　   午後２時～４時
                           定員各 250 人（予約不要）

奈良税務署管内の源泉徴収義務者の人
    【 奈良市、大和郡山市、天理市、生駒市、生駒郡 】

奈良公園バスターミナル　レクチャーホール
                奈良市登大路町 76 番地　
　               奈良公園バスターミナル　東棟２階

年末調整と年末調整減税事務の
説明会を開催します

※センターが農地を借り受ける条件は、 
　農地として利用が困難でないこと、十
　分な受け手が見込めることです。
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※相談の時間が9：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

11月の相談 内 容

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

12日（火）、19日（火）、
26日（火）
（電話予約申込順）

5日（火）

13日（水）
（毎月第2水曜日）

住民課
（☎内線163）

申込不要
安全安心課

（☎内線273）

役場１階
第２会議室

役場１階
第３会議室

9:00～16:00

契約のトラブル、悪質商法、
商品の品質・欠陥など消
費生活全般に関する相談

行政の仕事や手続き、
サービスに関する相談

消 費 生 活 相 談

人 権 相 談

行 政 相 談

相 談 日 申 込時 間 場 所

人権の侵害や差別に関する
相談（オンライン相談も可）

28日（木）

若者サポートステー
ションやまと
☎0744-44-2055 
fax0744-44-2056 

斑鳩町商工会
☎0745-74-2500

子育て支援課
☎0745-75-1152

予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30～17:15

申込不要
電話相談可能
☎0745-74-0077

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

中央公民館

中央公民館

役場会議室
または自宅
など

10:00～12:00

9:00～16:00

9:00～16:00

毎週火・金・土曜日

22日（金）
（毎月第４金曜日）

 22日（金）
（第４金曜日）

事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談

青少年の悩みや不安とい
った心の問題に関する相
談（オンライン相談も可）

子育てについてのさまざ
まな悩みを心理士などが
お受けします

働くことについて悩みを
抱える15～39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

創 業 支 援 相 談

子 育 て 相 談

女性のための相談

青少年悩みごと
教 育 相 談

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

女性が抱えるあらゆる
悩みの相談

（オンライン相談）

8 日（金） ふらっぴん♪

毎週火曜日
毎月第２・第４水曜日

住民課
（☎内線163）

役場１階
第３会議室

13:00 ～16:00

13:00 ～16:00

13:00 ～16:00

10:00 ～12:00

13:00 ～16:20

7日（木）、14日（木）
21日（木）

　西和消防署では、11月9日から15日までの間、秋の火災予防運動を実施します。
これからは、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季となります。火災の原因には、
たばこの投げ捨て、たき火の不始末、火遊び、不用意な火の取り扱いなどがあり
ます。心がけ一つで火災は防ぐことができます。火の取り扱いには十分に注意し
てください。

奈良県広域消防組合西和消防署予防課
　　　（☎０７４５－７３－１００１）

住宅防火 いのちを守る
10 のポイント

１．寝たばこは絶対にしない、させない。
２．ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３．コンロを使うときは火のそばを離れない。
４．コンセントは、ほこりを掃除し、不要なプ　
　   ラグは抜く。

１．火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロ等は安全
　　装置の付いた機器を使用する。
２．火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的
　　に点検し、１０年を目安に交換する。
３．火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、
　　衣類やカーテンは、防炎品を使用する。
４．火災を小さなうちに消すために、消火器等を設置し、      
　　使い方を確認しておく。
５．お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
　　を常に確保し、備えておく。
６．防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
　　るみの防火対策を行う。

６つの対策

４つの習慣

まほろ隊長

秋の火災予防運動
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児童虐待による死亡事例は年間70件を超えています。
単純計算すると、５日間に１人の子どもが命をおとしていることになります。

「 虐待 」の種類とは？ 

子どもや保護者のこんなサインを見落としていませんか？

身体的虐待
 
 
 

心理的虐待
● きょうだい間で差別する
● 無視する
● 家庭内での暴力・暴言を見せる・聞かせる
　 （面前 DV）
● 子どもの心を傷つけることを
　 繰り返し言う、言葉によるおどし

性 的 虐 待
 
 
 
 

ネグレクト

 
 
 
 
 

問合せ　

増えています！

１８９（いちはやく）　気づいてあげて
　　　　　　　　　     そのサイン

11月は児童虐待防止推進月間です

● たたく、なぐる、ける

● やけどをさせる

● 戸外（家の外）に締め出す

● 激しく揺さぶる

● 性器や性交をみせる

● わいせつな行為、性的行為の強要

● ポルノグラフィの被写体などにする

● 性器をさわる、さわらせる       

● 重い病気になっても病院に連れて
    行かない
● 極端に不潔な環境で生活させる
● 家に閉じ込める
● 子どもだけを自宅などに置き去りにする
● 同居者や第三者による虐待を放置する
● 車の中に子どもだけを放置する

 
 
 
 

● いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声がする

● 不自然な傷や打撲のあとがある

● 衣類や体がいつも汚れている

● 表情が乏しい、活気がない

● 夜遅くまで一人で遊んでいる　　　　　　　　　　    　 など

 

 
 

● 地域などの交流が少なく孤立している

● 小さい子どもを家においたまま外出している

● 子どもの養育について拒否的、無関心である

● 子どものけがについて不自然な説明をする　             など

子
ど
も
に
つ
い
て

保
護
者
に
つ
い
て
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体罰や暴言によって、子どもの行動・精神面にさまざまな問題が現れてきます。

「体罰」は法律で禁止されています

体罰・暴言は子どもの脳に悪影響！

頑張りすぎていませんか？

「体罰」とは？

体罰以外の「暴言」も子どもの心を傷つける行為です

相談先：子育て支援課　０７４５－７５－１１５２
児童相談所相談専用ダイヤル（無料）　０１２０－１

い ち は や く

８９－７
お な や み を

８３

「愛のむち（しつけ）」
　　ではなく虐待です！

落ち着いて
話を聞けない 約束を

守れない

感情をうまく
表せない

ひとつのことに
集中できない

集団での行動が
苦手

「気づき」から「つなげる」

児童相談所　全国共通ダイヤル

いちはやく

１８９

　しつけは、社会で自律して生活を送れるように、必要なことを子どもに教え伝える行為です。
体罰や暴言で子どもを脅したり、従わせたりすることではありません。たとえ保護者がしつけのためと考
えていても、子どもの身体や心を傷つけるのであれば、それは許されない行為です。

　● 何度も言葉で注意したけど言うことを聞かないので、頬をたたいた
　● いたずらをしたので、長時間正座させた
　● 宿題をしなかったので、夕食を与えなかった

　● 冗談のつもりで「お前なんか生まれてこなければよかった」など、子どもの存在を否定するような
       ことを言う
　● やる気を出させるという口実で、きょうだいを引き合いに出してけなした

　子どもと一緒にいることが辛くなっていませんか？子どもとどう関わっていいのか分からなくなって
いませんか？
　子育てで誰かの助けを借りるのは、少し勇気がいるかもしれません。助けになることが何かないか一
緒に考えましょう。一人で頑張らずに相談してください。 

親子のための
　相談LINE

　子育てや親子関係に悩んだ時に、子ども（18
歳未満）とその保護者が相談できる窓口です。
　匿名でも相談ができます。相談の内容の秘密は
守られます。
　ひとりで悩まずに、お気軽にご相談ください。

　地域の児童相談所につながります。
　誰でも、匿名で連絡ができ、秘密は守られます。
　虐待ではなくても責められることはありませんの
で心配せずに連絡してください。
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カレンダー健 康子ども （事前申込要：電話申込可）

11月20日（水）
11月27日（水）
12月4日（水）
12月11日（水）

妊娠中の人や
乳幼児の保護者

事 業 名 実施日 受付時間 対象者 内　容　等

13：15～13：30

9：30～10：30

    パパのための
子育てなんでも相談

身 体 計 測

11月 20日（水）
11月 27日（水）

妊婦の夫・
パートナー

子育て中の男性

〇出産・子育てに関する悩み、家族に対する関
　わり方への不安などについての相談
申込：実施日の前日まで
方法：来所または電話

①11月18日（月）

13：30～14：30

〇育児や食事のことなどについての相談　　　
持物：母子健康手帳　
　　　（※身体計測希望の場合はバスタオル）
申込：  ①11月15 日（金）まで
　　　 ②③実施日の前日まで　

○身長・体重・頭囲・胸囲測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
持物：母子健康手帳、バスタオル、
　　　健康マイレージポイントカード　　　　　　　　　　　　　　 　  　             　　　
申込：  12 月 13 日（金）まで　　　　

12月 16日（月）9：30～11：00

 乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

助 産 師 相 談

就学までの児

就学までの児

前期離乳食教室 〇離乳食の話と試食　　　　　　　　
持物：母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、
　　　健康マイレージポイントカード　　
申込：実施日の前日まで
〇離乳食の話と試食
持物：母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、
　　　健康マイレージポイントカード
申込：各実施日の前日まで

後期離乳食教室

　R 6 年
7・8 月生

 　 R 6 年
  2・3 月生9：45～10：00

12月 12日（木）

12月 13日（金）

13：00～15：00

○産前・産後についての相談や母乳育児・授乳
 　などについての相談　　
申込：各実施日の前日まで

インフルエンザ正しく知って しっかり予防！
　 インフルエンザは毎年 12 月から 3 月にかけて流行します。感染力が非常に強いため、流行すると
一気に感染者が増加します。高熱が続くなど症状も重く、乳幼児や高齢者など抵抗力が弱い人は命にか
かわる危険もあるため、予防対策は万全にしましょう。

感染経路は大きく２つ

感染者が咳やくしゃみをすると、空気
中にウイルスが飛び散ります。近くに
いる人がその空気を 鼻や口から吸い
こむことで感染します。

感染者が触ったドアノブやスイッチ、
手すりなどを触ってしまうことで、手
にウイルスが付着します。

インフルエンザを予防する生活習慣・行動

①手洗い・うがい
     接触感染を避けるために、外出後はもちろん、食事前などこまめな手洗いを心がけましょう。
     また、うがいは洗浄効果のほか、のどの粘膜を潤して、防御機能を高めます。
②加湿
     インフルエンザウイルスは、空気が乾燥したときに活動が活発になります。室内を 50 ～ 60％に保ちましょう。
③人ごみを避ける
    不特定多数の人が集まる場所では、感染者と接触してしまうリスクが高まります。
④食事と睡眠
     バランスのいい食事と十分な睡眠を心がけることで免疫力が高まります。
⑤予防接種
     予防接種を受ければ感染を 100％防げるわけではありませんが、発病の可能性を低くしたり、重症化を防ぐ効
　  果があります。                        

飛沫感染　　 接触感染　　

②11月26日（火）
③12月6日（金）

9：30～10：30

＝健康マイレージポイント対象事業です
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事　業　名 実施日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

11月29日（金）

13:15～
　 13:45

14:00～
　 14:45

（
20歳以上
の女性

申込先着
20人 ）

（
40歳以上
の女性

申込先着
60人 ）

子宮頸がん
検診

乳がん検診
（マンモグラフィ

のみ）

子宮頸がん・
乳がん

（マンモグラフィ
のみ）

セット
検診

令
和
5
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

（
40歳以上
の女性

申込先着
 30人 ）

☆
持
物
　健
康
手
帳
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
・
マ
ス
ク

☆
結
果
　4
週
間
前
後
で
異
常
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
知
し
ま
す

☆
手
話
通
訳
・
託
児
等
が
必
要
な
人
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す

○子宮頸がん検診を受けられない人
  ・検査当日、生理中の人
※子宮頸がん検診を受診する人は受診しやす
　いスカートを着用してください。

○乳がん検診を受けられない人
  ・ペースメーカーを入れている人
  ・乳房の手術を受けた人
　(しこりの切除等を含む)
  ・授乳中または断乳直後の人
※乳がん検診を受診する人はバスタオル
（検診時に使用します）をご持参ください。

※子宮頸がん・乳がん検診は2年に1回です。　　
　申し込み時に必ず前回受診日をお知らせください

大 腸 が ん
検診 11月30日（土）

容器提出日 35歳以上9:00～
　 11:00

○容器は提出日１週間前までに保健センターで
　購入してください。（容器代 220 円）
※事前申込不要

※新型コロナウイルスワクチン接種後に、接種した側の
わきや首などのリンパ節が腫れることがあり、乳がん検
診の判定に影響をおよぼすことがありますので、検診は
ワクチン接種後少なくとも4～6週間後、または接種前に
受けてください。

＝健康マイレージポイント対象事業です

おとな ■ がん検診予定表（集団検診） 守ろう！あなたの健康
～がん検診を受けましょう～（事前申込要：電話申込可）

今年度
最終です

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

事 業 名 実 施 日 受付時間 対象者 内 容 等

13：00～ 
　　15：00

①12月9日(月)
〇気分が落ち込みやすくなった、理由もなく涙が
　出る、最近家族のようすがおかしいなどの相談。
方法：面談または電話
申込：①12月6日（金）まで　②12月20日（金）まで

各回
2人②12月23日(月)

保健センター（☎0 7 4 5－7 0
－0
0 0
1 ））

（fax0 7 4 5－7 4
－0
9 0
3

保

健センターだ
より

11月・12月は後期高齢者健康診査受診促進月間です
             　　 ～年に１度の健康チェック受けられましたか～
　後期高齢者健康診査の受診期限は令和７年１月３１日までです。　
　後期高齢者健康診査受診券は、令和６年６月に送付しています。ま
だ受診されていない被保険者の皆さんは、受診券と被保険者証（保険
証）を持参のうえ、健診実施医療機関で受診してください。

   〇 健康結果のこと
   〇 体調について
　〇 食生活・運動など
　

健康・栄養相談してみませんか？
相談は予約制のため、

事前に保健センターまで
お申し込みください。

お気軽にご相談ください。

～毎日のお食事や健康のことで気になることはありませんか？～
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広報

＊この「広報斑鳩」は毎月１日を挟む前後３日間（４月は１～３日、12月は26～28日）で、町内の全家庭に直接
　お届けしています。ご近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。

11月号
令和6年11月1日発行

（通巻710号）

　 28,075人

　　男13,310人
（前月比 －3）

（前月比 +11）

　　女14,765人
　 　12,284世帯

問合せ
斑鳩町総務部総務課

（令和6年9月30日現在）

奈良県生駒郡斑鳩町

fax
※かけ間違いに注意！

E メール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

問合せ：総務課（☎0745-74-1001　内線274）

10 14/

9 27/
　大和川河川事務所が遊水地整備を進めている三代川地区で、整備予定地を管理するため、
令和６年６月からヤギによる除草がはじまっています。今回、斑鳩西小学校４年生を対象に、
大和川河川事務所職員による大和川の流域治水の取り組みのお話と、ヤギの見学会を実施
しました。
　子どもたちからは、堤防のしくみなどについて、たくさんの質問があり、川の防災に関
して理解を深めることができました。

第２回いかるがの里
聖徳太子マラソン「ファンランの部」を開催

流域治水プロジェクトで「ヤギ」が大活躍

　　　　

　１０月１４日（祝・月）のスポーツの日に、第２回いかるがの里 聖徳太子マラソン「ファンランの部」を開催し、
４５６名のランナーが参加しました。大会当日は快晴に恵まれ、ランナーの皆さんは自然溢れる景色を楽しみ
ながら、沿道からの応援を励みに、コースを駆け抜けました。大会結果は以下の通りです。

本大会は、独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ助成金を活用し、開催しました。

①4 歳～小学生低学年 ②男子小学生高学年 ③男子中学生 ④男子一般 ⑤女子小学生高学年 ⑥女子中学生 ⑦女子一般
1 位  寺﨑 蒼真
2 位  篠原 瑛太郎
3 位  稲継 京士朗　　　

1 位  稲継 悠仁
2 位  山下 蓮佑　
3 位  和田 　湊　　

1 位  青木 亮太朗
2 位  神谷 勇輝
3 位  夏目 桜玖　

1 位  酒本 佳英
2 位  竹野内 淳志
3 位  澤田 健一

1 位  辻村 柊花
2 位  西埜 妃依里
3 位  羽坂 すみれ　　

1 位  竹本 理央
2 位  西村 桃子
3 位  澤田 美樹　　

1 位  堀内 美里
2 位  田川 えりか
         ―　

1 位  中村 優仁
2 位  松岡 勇伸
3 位  豊川 拓磨　　　　

1 位  澤田 清正
2 位  岩永 颯大 
3 位  米澤 和志    

1 位  澤田 一輝　
2 位  山西 想波
      　 ―　　

1 位  田中 和哉
2 位  高橋 賢治
3 位  後藤 大輝  

1 位  津田 柑花　
      　 ―　　
      　 ―　　

1 位  稲葉 恵里子
2 位  浅田 美有紀
3 位  髙橋 久美子　

      　 ―　　
      　 ―　　
         ―　

コース
km

①4 歳～小学生低学年 ②男子小学生高学年 ③男子中学生 ④男子一般 ⑤女子小学生高学年 ⑥女子中学生 ⑦女子一般

３

コース
km6

（敬称略）


